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Ⅰ．はじめに 

平成１９年６月に「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」の一部が改正され、効果的な教育行政

の推進に資するとともに、市民への説明責任を果たすため、教育行政事務の管理及び執行状況について点

検・評価を行い、その結果に関する報告書を議会に提出するとともに、公表することが規定されました。 

この報告書は、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第27条の規定に基づき、作成したもので

す。 

（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価） 

第２７条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第1項の規定により教育長に委任された

事務その他教育長の権限に属する事務（同条第３項の規定により事務局職員等に委任された事務を含

む。）を含む。）の管理及び執行の状況について点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成

し、これを議会に提出するとともに、公表しなければならない。 

 

Ⅱ．教育委員会の活動状況等 

（１）教育委員会の構成                        （平成24年４月1日現在） 

委員としての任期 
委員の区別 氏   名 年齢 

任命年月日 満了年月日 

委員長 近本 明 77 Ｈ20.10.04 Ｈ24.10.03 

委員（委員長職務代理者） 潮見 眞千子 59 Ｈ21.12.21 Ｈ25.12.20 

委員 髙山 百合子 54 Ｈ20.06.23 Ｈ24.06.22 

委員 古賀 勇 50 Ｈ23.03.07 Ｈ27.03.06 

教育長 寺﨑 和憲 59 Ｈ21.01.01 Ｈ24.12.31 
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（２）教育委員会会議付議事項 

開催番号 開催日 付  議  事  項 

平成２３年 

第４回 

 

４月２８日 ○筑紫野市教育委員会公印規程の一部を改正する規程の制定につ

いて 

○筑紫野市民図書館対面朗読実施要綱の制定について 

○紫野市奨学生の選考について 

○教育長の報告について 

○各課からの報告について 

第５回 ５月２０日 ○筑紫野市立山家幼稚園の保育料等の減免に関する規則の一部を

改正する規則の制定について 

○筑紫野市立図書館設置条例施行規則の一部を改正する規則の制

定について 

○筑紫野市社会教育委員及び筑紫野市生涯学習センター協議会員

の委嘱について 

○工事請負契約の締結について 

○工事請負契約の締結について 

○教育長の報告について 

○各課の報告について 

６回 ６月３０日 ○平成２３年度筑紫野市一般会計予算〈教育費〉について 

○筑紫野市社会教育委員及び筑紫野市生涯学習センター協議会委

員の委嘱について 

○筑紫野市立図書館協議会委員の委嘱について 

○教育長の報告について 

○各課の報告について 

第７回 ７月２９日 ○平成２４年度使用中学校用教科用図書の採択について 

○筑紫野市代替市民プール通年開放事業実施要綱を廃止する要綱

の制定について 

○平成２４年度使用小学校用教科用図書の採択について 

○教育長の報告について 

○各課の報告について 

第８回 ９月２９日 ○筑紫野市教育委員会委員長の選挙の件について 

○委員長職務代理者の指定の件について 

○平成２２年度筑紫野市一般会計歳入歳出決算（教育費）につい

て 

○平成２２年度筑紫野市奨学資金貸与事業特別会計歳入歳出決算

について 

○平成２３年度筑紫野市一般会計補正予算（第１号）教育費につ

いて 

○筑紫野市教育委員会教育長の給与及び勤務時間等に関する条例

の一部を改正について 

○筑紫野市陸上競技場の設置及び管理に関する条例等の一部を改
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正する条例の制定について 

○筑紫野市教育委員会事務局組織及び職務執行規則の一部を改正

する規則の制定について 

○筑紫野市体育指導委員に関する規則の一部を改正する規則の制

定について 

○筑紫野市スポーツ振興審議会規則の全部を改正する規則の制定

について 

○教育長の報告について 

○各課の報告について 

第９回 １１月２日 ○阿志岐山城跡保存整備計画専門委員会設置条例の制定について

○筑紫野市学校給食共同調理場学校給食用物資納入指定業者に関

する規程の全部を改正する規程の制定について 

○教育長の報告について 

○各課の報告について 

第１０回 １１月２５日 ○筑紫野市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制

定について 

○平成２３年度筑紫野市一般会計補正予算（第２号）（教育費）に

ついて 

○損害賠償の額を定め和解することについて 

○教育長の報告について 

○各課の報告について 

第１１回 １２月２２日 ○市長の権限に属する事務の補助執行について 

○筑紫野市奨学生の選考の件について 

○筑紫野市奨学生の選考の件について 

○筑紫野市奨学生の選考の件について 

○筑紫野市奨学生の選考の件について 

○（史跡）阿志岐山城跡追加指定（意見具申）について 

○教育長の報告について 

○各課の報告について 

平成２４年 

第１回 

１月２０日 ○教職員の個人情報紛失に伴う処分について 

○筑紫野市奨学生の選考について 

○筑紫野市青少年指導員に関する規則を廃止する規則の制定につ

いて 

○教育長の報告について 

○各課の報告について 

第２回 ２月２７日 ○筑紫野市教育委員会教育長の給与及び勤務時間等に関する条例

の一部を改正する条例の制定について 

○平成２４年度筑紫野市教育行政の主要施策（案）について 

○平成２２年度筑紫野市教育委員会の権限に属する事務の管理及

び執行状況の点検・評価について 

○筑紫野市教育委員会事務局組織及び職務執行規則の一部を改正

する規則の制定について 
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  ○筑紫野市運動広場等の設置及び管理に関する条例施行規則の一

部を改正する規則の制定について 

○筑紫野市勤労青少年ホームの設置及び管理に関する条例施行規

則等の一部を改正する規則の制定について 

○筑紫野市生涯学習システム管理運営規則を廃止する規則の制定

について 

○筑紫野市生涯学習推進本部設置要綱の一部を改正する要綱を廃

止する要綱の制定について 

○筑紫野市歴史博物館設置条例の一部を改正する条例の制定につ

いて 

○筑紫野市立図書館設置条例の一部を改正する条例の制定につい

て 

○筑紫野市立図書館協議会規則を廃止する規則の制定について 

○筑紫野市子どもの読書活動推進計画について 

○市長の権限に属する事務の補助執行について 

○教育長の報告について 

○各課の報告について 

第３回 ３月２７日 ○平成２３年度筑紫野市一般会計補正予算（第３号）について 

○平成２３年度筑紫野市一般会計補正予算（第４号）〈教育費〉に

ついて 

○平成２３年度筑紫野市奨学資金貸与事業特別会計補正予算(第

１号)について 

○平成２４年度筑紫野市一般会計予算〈教育費〉について 

○平成２４年度筑紫野市奨学資金貸与事業特別会計予算について

○筑紫野市生活交通対策に係るサービス計画検討委員会設置要綱

等の一部を改正する要綱について 

○損害賠償の額を定め和解することについて 

○筑紫野市青少年指導員に関する規則について 

○筑紫野市歴史博物館管理運営規則の一部を改正する規則の制定

について 

○筑紫野市立図書館設置条例施行規則の一部を改正する規則の制

定について 

○平成２４年度筑紫野市立小中学校の給食費について 

○教育長の報告について 

○各課の報告について 

 

以上の付議事項は全て可決・承認されました。 

（３）その他の活動状況 

① 学校訪問・・・市内全小中学校を訪問 

② 各種行事等・・・入学（園）式、卒業式、運動会、体育会、教職員赴任式等に出席 

③ 研修等・・・九州地区教育委員研修大会・筑紫地区教育委員研修会等に参加 

④ その他・・・定期的学校訪問



Ⅲ．事務事業の点検・評価 

本市では、継続的に行っている事務事業について、内容の点検を行う事務事業評価制度を導入し、事

務の効率化を図っています。 

 

（１） 教育費の決算状況 

平成２３年度の教育費関係決算額３８億９９１万９,９３９円で、一般会計（３１５億９億６,３８６

万６,０２７円）に占める教育費の割合は１２.１％となっており昨年度の教育費関係決算額２８億４,

２７２万８,８２０円、９.６％と比べて大きく増加しています。これは、平成２３年度に二日市小学校

校（４億９,９６０万９,４５０円）、二日市中学校（９億６,５８３万３,２２０円）の２校で耐震化工

事（校舎棟や屋内運動場の改築工事等）を実施したことによります。      

     

平成23年度決算　3,809,919,939円

教育総務費,

597,037,158円 ,

16%

小学校費,

852,756,689円 ,

22%

中学校費,

1,169,087,056円 ,

31%

共同調理場費,

226,144,160円 ,

6%

幼稚園費,

26,084,651円 , 1%

生涯学習費,

807,562,511円 ,

21%

スポーツ振興費,

131,247,714円 ,

3%

 

 

                                                 

 

（２） 事務事業評価 

   Ａ ・・・・ 成果があがっている 

   Ｂ ・・・・ どちらかといえばあがっている 

   Ｃ ・・・・ あがっていない 
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生涯にわたって、いつでも、どこでも、だれでも学べる教育環境の整備 

１．学校教育の充実 

● 事業の意図 
基本事業 事務事業 

◇ 活動状況等 
評価

●市内小中学校に在籍する、障がいのある児童生徒の自立や社会

参加に向けた主体的な取組を支援するという視点に立ち、児童生

徒一人ひとりの教育的ニーズを把握し、その持てる力を高め、生

活や学習上の困難を改善・克服する。 

教育環境の整

備 

 

 

 

１． 

特別支援教育推

進事業 

◇特別支援学級設置１６校中１２校に介助員を配置した。（複数配置校

があるため、２３人配置） 

 

 

Ａ 

●児童の通学途上における安全確保を講じることにより教育環

境を良好に保つ。 

教育環境の整

備 

２． 

児童生徒等通学

支援事業 ◇天山バス･･･児童数２８人   稼動２００日 

平等寺除雪･･･除雪回数２回 

馬市タクシー･･･児童数２名 稼働１９９日 

天拝小･･･  指導日数２００日 

二日市東･･･指導日数２００日 

 

 

 

 

Ａ 

●学校図書館の図書及び教師用図書の整備により充実した学校

教育が受けられる。平成２４年度から名称を「小学校備品等整備

事業」に変更。 

教育環境の整

備 

３． 

小学校教材・図書

整備事業 

◇学校教育の振興のため、教材の整備充実、学校図書館の図書及び教師

用図書の整備充実を行なった。  事業費 ５，０６５，８３９円 

 

 

Ｂ 

●小学校における備品の充実を図ることにより教育環境の向上

につながる。この事業の成果指標がパソコンソフトの購入につい

てのみとなっているため、平成２４年度から小学校教材・図書整

備事業に統合。 

教育環境の整

備 

４． 

小学校備品整備

事業 

（Ｈ23廃止事業） 

◇各学校の特色に応じたコンピュータソフトを購入、授業等への活用を

推進した。           事業費   ２５０，７８２円 

 

Ｂ 

●学校図書館の図書及び教師用図書の整備により充実した学校

教育が受けられる。平成２４年度から名称を「中学校備品等整備

事業」に変更。 

教育環境の整

備 

５． 

中学校教材・図書

整備事業 

◇学校教育の振興のため、教材の整備充実、学校図書館の図書及び教師

用図書の整備充実を行なった。  事業費 ２，８００，４２８円 

 

Ｂ 

●中学校における備品の充実を図ることにより教育環境の向上

につながる。この事業の成果指標が、パソコンソフトの購入につ

いてのみとなっているため、平成２４年度から中学校教材・図書

整備事業に統合。 

教育環境の整

備 

６． 

中学校備品整備

事業 

（Ｈ23廃止事業） 

◇各学校の特色に応じたコンピュータソフトを購入、授業等への活用を

推進した。                     事業費   ２３６，９７０円 

 

 

Ｂ 

●公立幼稚園が１園しかなく、それを補完する私立幼稚園の振興教育環境の整

備 

７． 

私立幼稚園育成

助成金 
◇市内私立幼稚園７園に助成 

均等割及び園児数割 

Ｂ 
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●安全で安心して教育が受けられ、教育が出来る教育環境 教育環境の整

備 

８． 

二日市小学校耐

震化事業 

◇平成２２年度に運動場側にプレハブ校舎を建設・引越しを終えた後、

平成２３年度に屋内運動場・校舎（九電側）を解体・改築し平成２４年

５月に屋内運動場・校舎が完成。 

Ａ 

●安全で安心して教育が受けられ、教育が出来る教育環境 教育環境の整

備 

９． 

二日市東小学校

耐震化事業 

◇平成２３年度に運動場にプレハブ校舎を建設し、平成２４年度

に校舎を解体・改築予定。 

 

Ａ 

●安全で安心して教育が受けられ、教育が出来る教育環境 教育環境の整

備 

10． 

原田小学校プレ

ハブリース事業 

原田小学校通学区域での急激な児童数の増加により、当面普通教

室等が不足するため６教室のプレハブ校舎を建設。 

 

Ａ 

●安全で安心して教育が受けられ、教育が出来る教育環境 教育環境の整 

備 

11． 

二日市中学校耐

震化事業 
◇平成２２年９月から新校舎改築工事に着工し平成２３年８月に完成

した。その後、既存校舎の改修工事やプール建築を終え、現在運動場の

工事をおこなっている。 

Ａ 

●安全で安心して教育が受けられ、教育が出来る教育環境 教育環境の整

備 

12． 

筑山中学校エレ

ベーター設置事

業 

◇肢体不自由児学級に在籍する生徒が円滑に学校施設を利用できるよ

うエレベーター設置工事を行う。 

 

Ａ 

●情報教育の活性化及び各教科においてコンピュータを有効に

利用するために、コンピュータ機器を万全な状態にしておくこと

で、問題なく授業を行う。 

教職員の資質

の向上 

13. 

情報教育推進事

業 

◇成２１年度から本年度にかけ、学校ＩＣＴ環境整備事業を活用し、平

成２３年度末までに市内全小中学校のコンピュータ教室の機器の更新

を行った。 

 

Ａ 

●児童生徒への授業の力量を高める実践的研究を行い、指定校に

おいて公開授業等の研究成果を広く公開していく。 

教職員の資質

の向上 

14. 

小中学校教育研

究指定校補助金 ◇研究指定校 

１年目（阿志岐小、山口小、筑紫野南中）     

２年目（二日市小、筑紫東小、二日市中） 

３年目（山家小、原田小、天拝中） 

 ※研究発表会：山家小   （１７１名） 

        原田小  （２３０名） 

        天拝中  （１０３名） 

 

 

 

Ａ 

●日本語的英語ではなく、現地の英語や文化習慣に触れる時間を

多くして、身近に触れさせている。 

確かな学力の

育成 

15. 

外国語教育推進

事業 ◇ＡＬＴ４名(内訳：市単費４名) 

年間派遣時数：中学校 ９２５時間 

       小学校 ８５９時間 

 

Ｂ 

●学級や学校全体の人数を分割し、子ども一人ひとりに目が行き

届くようきめ細かな指導を行い、学力の向上を図る。 

確かな学力の

育成 

16. 

少人数指導推進

事業 ◇小学校２年生までの少人数学級を行うため、市費非常勤講師を

 

Ｂ 
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  配置。１７２６時間実施。  

●指導員３名を配置し、心理的や情緒的に登校できない児童生徒

への適応指導、また児童生徒や保護者のカウンセリング等で学校

復帰を支援し、不登校児童生徒の社会的自立を目指す。 

豊かな心の育

成 

17. 

児童生徒等心の

支援事業 

◇市内の小中学校において、不登校となった数１２４名（小：２６、中：

９８）で、内いじめが原因となった数は６件（全て中学校） 

適応指導教室の年間動向 

 小 中１ 中２ 中３ 計 

継続 １ ２ ３ ５ １１ 入

級 新規   ２ ４ ６ 

学校復帰   １ ９ １０ 

年度末在籍 １ ２ ４  ７ 

＊学校復帰の中３の１名は海外に転出し通学している。残る８名はすべ

て高校等へ進学している。 

＊年間１０６件の見学や相談があった。 

 

 

Ａ 

●適応指導教室（つくし学級）や中学校に配置している心の教室

相談員との連携を通した支援、療育相談等の就学指導等に関わる

関係機関との連絡調整など、教育全般に関わる相談事業ののコー

ディネートを行う。 

豊かな心の育

成 

 

 

 

18. 

スクールカウン

セラー事業 

 

 ◇市費雇用で中学校に配置している心の教室相談員や、つくし学級に大

学より派遣されているヤングアドバイザー（１４名、年間２９５回、児

童・生徒の心の開放をねらいとする関わりをしている）へのアドバーザ

ー的な関わりをしている。更に療育相談や子育て支援等の健康・福祉分

野との連絡調整を図りつつ、教育相談コーディネーターの任務も果たし

ている。 

 

 

 

Ａ 

●中学校に「心の相談員」を５名配置し学校における生徒の悩み

等の相談を行い、ストレスを和らげて心にゆとりがもてることを

目的としている。 

豊かな心の育

成 

 

 

 

 

 

 

 

19. 

心の教室相談事

業 

 

 

 

 

 

 

◇生徒の悩みを受け止め、ストレスを和らげることを中心的業務としつ

つも、学校現場の事情によって、教室に入れない等の生徒の相手をする

場合もある。１日４時間、週１６時間を基本にしつつ、８月は休みとし

て取り扱っている。相談を受けた件数は、二日市中（５５４）、筑山中

（１５０６）、筑紫野中（１３６５）、天拝中（７５６）、筑紫野南中（４

００）となっている。 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

豊かな心の育

成 

 

 

 

 

 

20. 

中学校文化・体育

奨励援助費補助

金 

 

 

 

 

●学校体育・スポーツ・文化活動を通じて、規範意識の向上や道

徳性を身に付けることができる。 

◇（文化） 

 ５校：    ８５２，６２０円 

（体育） 

 筑前大会：  ６２７，９８０円 

 県大会：   ４４９，８４０円 

 九州大会：１，３１６，９６０円 

 

 

 

 

Ａ 
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  全国大会：  ９３４，８７６円 

新人戦筑前大会：５０５，１８０円   県大会：１３７，４００円 

●健康診断を行うことで、児童・生徒及び職員の健康の保持増進

を図る。 

健やかな体の

育成 

21. 

学校保健管理事

業 
◇学校保健安全法による事業 

一般健康診断（１７５名） 

胃検診（１５５名） 

尿検査（１次：９０９６名、２次４５３名） 

ぎょう虫検査（６１７４名） 

心臓（１次：１，９４５名、２次：８８名） 

結核（１次：３５１名、２次：３名） 

学校検診（９０４０名） 

就学前検診（９６７名） 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

●学校給食は、児童生徒に栄養のバランスがとれた食事を提供す

ることにより、すべての児童生徒の健康増進と体位の向上を図っ

ている。 

健やかな体の

育成 

22. 

共同調理場給食

運営事業 

◇市内の小中学校の児童生徒及び教師等に年間１８９日（約９、６００

食／日）の給食を共同調理場方式で実施した。平成２３年度は、小学校

８校が２学期制をとっている。３学期制の学校よりも３日早く給食開

始。 

 

Ａ 

 

●市学校給食会に助成金を交付することで、給食会の運営が円滑

に行われる。 

健やかな体の

育成 

23. 

給食会助成金 

◇２３年度は、調理員衛生講習会や市料理コンクールの実施。県の料理

コンクール出場や栄養士の研究大会への参加。食育推進に関する事業と

して、親子料理教室の開催、食育だより、給食便りの発行、小学３年生

を対象にした学校訪問では、給食時間に食に関する指導を行い会食を行

なった。 

 

 

 

Ａ 

 

 

●就労に必要な技能及び知識の習得を図り、社会において有為な

人材の育成を図る。 

就園、就学の

支援 

24. 

専修学校等技能

習得資金貸与事

業 

◇復学に伴う８月からの貸与再開者が１名いたが、９月から再休学した

ため、８月と９月の貸与のみ行った。 

 

Ｂ 

 

 

●経済的な理由によって就学困難な児童生徒への義務教育の就

学を円滑に行う。 

就園、就学の

支援 

25. 

学校就学援助・奨

励事業 ◇援助児童生徒数実績 

 要保護 ：   ４２人 

 準要保護：１,４９０人 

 合  計：１,５３２人  

特別支援就学奨励実績 

 小学校 ： ５５人    中学校 ： １８人 

 合 計 ： ７３人 

Ａ 

 

就園、就学の 26. ●遠隔地にある学校への通学支援を行うことで幼児教育、義務教  
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育を受ける環境を整えることができる。 支援 遠距離通学補助

事業 ◇遠距離通学対象者児童生徒数 １６人 

Ａ 

●公立・私立幼稚園に在園している３・４・５歳児に幼稚園教育

の振興を図るため、幼稚園保育料等の補助を行う。 

就園、就学の

支援 

27. 

幼稚園就園奨励

等事業 ◇公立     ８人（減免） 

私立 １,１６９人  

 

Ａ 

●経済的理由によって進学又は修学が困難な生徒に対し学資を

貸与し、有用な人材の育成を図る。 

就園、就学の

支援 

28. 

奨学資金貸付事

業 ◇新規貸与者として、高校６名を採用した。 

高校５名、大学３名に対し継続して貸与を行った。 

 

Ａ 

●教育研究会等にそれぞれの教職員が参加することで、当該専門

的知識の習得や幅広い知識の習得を目指すとともに、学校運営の

円滑化を図る。 

施策の総合推

進 

 

 

29. 

学校教育研究会

補助金 

 ◇講演、実践発表を実施。 

 ・市教育研究会研修４回 

 ・筑紫地区教育懇談会研修２回 

 ・筑紫野市・太宰府市研究会合同研修会１回 

 

 

 

Ｂ 

 

２．青少年の健全育成 

● 事業の意図 
基本事業 事務事業 

◇ 活動状況等 
評価

●単位子ども会の活性化を図る。 

子ども達の体験活動を充実させるとともに、親の教育力を高め学

習機会を充実させる。 

学習機会、体

験活動の充実

及び情報の提

供 

30. 

地域子ども会活

動費補助金 

◇ 単位子ども会支援策として補助金総額２,３２０千円を交付した。交

付単位子ども会数５５団体 

 

 

Ａ 

 

●子ども向けの情報誌を作成し配布することにより子どもたち

の体験活動の推進を図る。 

学習機会、体

験活動の充実

及び情報の提

供 

31. 

子どもセンター

事業 ◇子ども情報誌「キッズ・ウィンドー」の発行 

 ７月、９月、１２月、３月  各１０，０００部発行 

配布先： 

 市内各小・中学校 ９，５００部 

 市内公共施設,各郵便局,農協等 ５００部 

Ａ 

●青少年関係団体の活動状況等の紹介をすることで、より多くの

青少年が青少年プラザを容易に利用できるようになる。 

学習機会、体

験活動の充実

及び情報の提

供 

32. 

生涯学習フェス

ティバル青少年

部会事業 

◇ ・青少年関係団体の活動状況等の紹介 

・青少年プラザを利用した遊びの体験 

・青少年に関する情報のアピール 

・期日：平成２３年１０月２９日・３０日 

・お化け屋敷、わなげ、ボウリング、つり、科学実験 

・青少年事業の紹介展示コーナー 

Ａ 

学習機会、体 33. ●生涯学習センター利用の青少年の組織化を図り、相互の連帯感  
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を高め、利用マナーの向上を目指す。また、青少年の主体性・自

主性を育成し、発表の場を提供することにより青少年の達成感を

味わわせる。 

験活動の充実

及び情報の提

供 

ロックフェステ

ィバル事業（ちく

ちくＭerryフェ

スティバル） 

 

 

◇生涯学習センター利用の青少年の組織化を図り、相互の連帯感を高

め、センター利用マナーの向上を目的にロックフェスティバルを実施 

・期日：平成２３年８月２１日（日） 

・内容：バンド  ７グループ 

    ダンス  ２グループ 

   ：ポスター展示（ロビー） 市内２高等学校からの作品を展示 

※ 参加グループによる自主的な企画会議、当日の運営が定着した。 

 

 

 

 Ｃ 

 

 

●施設を取り巻く豊かな自然環境や学習資源を生かしながら、多

彩な学習プログラムの提供を図り、利用者の自然体験活動等の体

験者を増やす。 

学習機会、体

験活動の充実

及び情報の提

供 

34. 

竜岩自然の家主

催講座事業 

 ◇市民の自然体験活動等の推進を図るための主催事業を実施した。 

・キャンプ指導者養成講座  中止 

・フリークライミング教室  参加者 ７３０人 

（少年２９３人 一般４３７人） 

・ファミリーキャンプ    参加者  ８９人（２４学級） 

・ドラゴンロック      参加者 ４５０人 

 

Ａ 

 

●様々な体験活動や行事等を通じて心豊かな青少年の育成とま

ちづくりの推進を図る。 

青少年の居場

所づくり 

35. 

青少年育成事業

（ＢＧレンジャ

ー）補助金 

◇心豊かな青少年の育成とまちづくりを推進するための事業支援策と

して、事業に補助金総額１３０千円を交付した。 

・継続分： ３件   １３０千円 

・新規分： ０件     ０千円 

Ｂ 

●子どもたちが、友達と協力しあって地域でいきいきと遊ぶこと

ができている。 

青少年の居場

所づくり 

36. 

子どもフェステ

ィバル事業補助

金 

◇第１１回子どもフェスティバルちくしの＆第２１回子ども市を実行

委員会形式で実施 

期日：平成２３年４月２９日 

会場：カミーリヤ 

内容：子ども市、昔遊びコーナー、ちびっこ遊びコーナー、人形劇、お

もちゃ病院   等 

Ａ 

●青少年プラザを青少年の交流の場として開放し、青少年関係団

体の活動の紹介や発表の場として、また、情報提供や体験学習の

場として提供することにより、青少年がいつでも気軽に集まるこ

とができる。 

青少年の居場

所づくり 

 

37. 

青少年プラザ事

業 

 

 ◇少年の交流の場、青少年関係団体の活動の紹介や発表の場、また、

情報提供や体験学習の場として提供した。 

・情報コーナー 

・作品展示 

・様々な企画の実施 

Ｂ 
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●地域の方との交流を通じて子どもたちに「世代間交流」や「同

世代と一緒に、外で体を動かして遊ぶ楽しさ」を体験させること

により、子どもたちが地域の中での遊びを通じて生きる力を身に

つけ、また、地域全体で子どもを見守っていく環境を育てる。 

青少年の居場

所づくり 

 

 

38. 

夏休み学校外活

動事業 

 

 ◇ステキな夏休み教室」を湯町公民館で実施（二日市小学校区対象）。

・開催場所：湯町公民館 

 期日：８月１７、１９、２０、２１の４日 

 参加者：１６名 

 

 

Ａ 

●放課後や週末に小学校の余裕教室等を使用して、地域の方々の

参画を得て、子どもたちと共に勉強やスポーツ・文化活動、地域

住民との交流活動等の取組みを実施することにより、子どもたち

の安全・安心な活動拠点(居場所）づくりを図る。 

青少年の居場

所づくり 

 

 

 

 

 

39. 

放課後子ども教

室事業 

 

 ◇平成１９年度から開始する事業。いずれも週２回で実施中。 

・天拝っ子アンビシャス広場（天拝小校区）  

・若葉・中原アンビシャス広場（二日市東小校区） 

 

Ａ 

 

 

●たくましく豊かな心を育てる（自主性、協調性）、家庭教育を

見直す、地域で子どもを育む気運を高める。 

青少年の居場

所づくり 

 

40. 

通学合宿推進事

業  ◇地域力の向上と子どもたちの成長を目的とする。 

光が丘区通学合宿 

・参加 １３人  

ボランティア（延べ）１６１人 

山家区通学合宿 

・参加 ２１人 

ボランティア（延べ）１８０人 

Ａ 

●市内の子ども会の育成活動の推進と育成及び指導者の資質の

向上に努め、もって子ども会の健全育成に資することを目的に設

立された筑紫野市子ども会育成会連絡協議会を支援する。 

青少年の居場

所づくり 

41. 

筑紫野市子ども

会育成会連絡協

議会補助金 ◇団体支援策として補助金４９５千円を交付した。 

筑紫地区子ども会育成会連絡協議会 

・役員会 期日：平成２３年５月９日 会場：生涯学習センター 

     内容：平成２２年度事業、決算及び監査報告 

        平成２３年度事業計画、予算（案）等 

・研修会 期日：平成２３年９月１１日 会場：太宰府市立水城小学校

 内容：応急処置、軽スポーツ 

Ａ 

●ジュニア・リーダーの育成に取り組む団体を財政的に支援す

る。 

青少年指導者

の確保、育成 

42. 

筑紫野市ジュニ

ア・リーダーズ・

クラブ連絡協議

会補助金 

◇・レクリエーション講習会 

芸術・文化部門  

  マーチングバンド・クラブ 

・体育・スポーツ部門 

  ソフトテニス 

Ａ 

青少年指導者 43. ●青少年育成市民会議を通して、青少年の健全育成に資する団体 Ｂ 
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とする。併せて、社会貢献活動を実施する団体とする。 の確保、育成 筑紫野市青年団

体連絡協議会補

助金 

◇団体支援策として補助金３０千円を交付した。 

●青少年の健全育成に係る団体、機関の中心的役割を果たす活動

を支援する。 

青少年指導者

の確保、育成 

44. 

筑紫野市青少年

育成市民会議補

助金 

◇団体支援策として補助金２００千円を交付した。 

・市民フォーラム：テーマ「絆 ～今考えること～」 

参加者 １０３人 

  ５中学校、３高校の代表によるパネルディスカッション 

 ・青少年の健全育成に係る情報交換 

Ａ 

●子ども会の主体者としての自覚を促し、積極的に子ども会を担

っていくリーダーの育成を図り、子ども会が円滑に運営される。

青少年指導者

の確保、育成 

 

45. 

子ども会リーダ

ースクール 

 

◇新リーダースクール、春スクール（ニュージェネレーションスクー

ル）、秋スクール（子ども会あそび広場）の実施 

・新リーダースクール（２月） 

  参加者１６０人 育成会６２人  

・春スクール（ニュージェネレーションスクール）（６月） 

  参加者１３５人 

・秋スクール（子ども会あそび広場)(１０月） 

  参加者１００人 

Ａ 

●子ども会活動を支援する育成会の役割とその支援のあり方を

学ぶことにより子ども会育成会が円滑に運営される。 

青少年指導者

の確保、育成 

46. 

子ども会育成会

指導者研修会事

業 

◇・市主催指導者研修会   参加者 １４７人 

・福岡ブロック子ども会育成会指導者研修会 

・筑紫地区少年団体等指導者研修会 

・九州地区子ども会育成研究会議各種研修会の実施、参加 

Ａ 

●青少年の非行を防止し、健全な保護、育成を図るため筑紫野市

青少年指導員を置く。 指導員数 ５０人 

青少年指導者

の確保、育成 

47. 

青少年指導員事

業 ◇ 青少年の非行を防止し、健全な保護、育成を図るための活動を行っ

た。 

 小学校区別巡回・筑紫地区一斉パトロール 

・役員会における情報交換 

・校区別主催事業：筑紫小フットベースボール大会、山家小一泊研修 

・研修会：教育講演 

「非行少年の対応と更正保護」 

Ａ 

●青少年指導員の自主的活動を支援する。 環境浄化活動

の推進 

48. 

筑紫野市青少年

指導員会補助金 

◇団体支援策として補助金９０千円を交付した。  Ａ 

●他市町の補導員会と連携協力し、必要な研修会を実施すること

により、少年の非行を防止する。 

環境浄化活動

の推進 

49. 

少年補導員会事

業 ◇青少年の健全育成、非行防止のための事業を実施 

・毎月開催の定例会において情報交換 

Ａ 
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  ・校区内危険箇所の巡回 （実施回数  ２４回） 

・視察・研修：美祢社会復帰健康センター、北九州市少年サポートセン

ター（９月２９日～９月３０日） 

 

●青少年自身や保護者の悩み相談を電話で応じ、その内容に応じ

たカウンセリングを行うことにより、青少年の非行防止と健全育

成を図ることを目的とする。 

悩み相談、思

春期教育の充

実 

50. 

ヤングテレフォ

ン相談事業 

◇青少年自身や保護者の悩み相談を電話で応じ、その内容に応じたカウ

ンセリングを行った。 （件数 ５４３回） 

ＰＲカード配布、ポスター 

  小中学生（６月）  

  就学時健診（１１月） 

Ｂ 

●成人としての自覚を促すことにより、新成人が主体的に社会参

加できるようにする。 

施策の総合推

進 

51. 

成人式事業 

◇ 「成人としての自覚を促し、自ら生き抜こうとする青年を祝い励ま

す」ことを目的に式典を実施（実行委員会により） 

・期日：平成２４年１月９日 実施 

・会場：筑紫野市文化会館 

・参加者：７５９人(出席率 ７１％） 

・記念品：シャープペン、ボールペン、カード入れ 

・対象者：１，０７５人 

・内容：記念式典、抽選会 

Ａ 

●青少年の健全育成が社会的に求められている今日、父親の子育

てへのかかわりが課題となっている。そのため、父親及び子育て

に関わる男性の学習機会等を提供する。 

 

施策の総合推

進 

52. 

おやじ講座推進

事業 

◇１件申請 

 筑紫野南中学校「力こぶの会」 

Ｃ 

 

３．生涯学習・社会教育の推進 

● 事業の意図 
基本事業 事務事業 

◇ 活動状況等 
評価

●小地区公民館における主催講座の開催を促し、学習支援の推進

を図ることにより、市民ニーズに応じた学習機会が提供される。

学習ニーズに

応じた学習機

会の充実 

53. 

小地区公民館講

座推進事業 

 

◇地域の活性化やまちづくりにつながる学習が行われた。 

講座内容  

教育：  ５講座（子ども太鼓・お菓子作り） 

教養： １３講座（フラダンス・押し花・習字・ステンドグラス他）

文化：  ２講座（門松作り・ほうげんぎょう） 

実用：  ８講座（パソコン・認知症サポーター養成・応急手当他）

合計： ２８講座 

※小地区公民館では、教育・実用・趣味等多岐にわたり、いろんな学習

が行われている。地域の活性化、まちづくりにつながる学習効果は高い

と思われる。 

 

 

 

 

Ａ 
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●人権尊重の明るいまちづくりのため、学習を通し人権問題の啓

発を図ることにより、人権意識を持った市民を増やす。 

学習ニーズに

応じた学習機

会の充実 

54. 

学びをつなぐ講

座 ◇人権啓発、人権学習のための講座を行った。 

講座内容 

開講式講座｢学びの意味・意義｣ 

      ５月１９日  １９人 

館外学習  水巻町歴史資料館 

   ｢十字架の塔についての学習｣ 

     １１月１７日  １６人 

講座 「近世の身分差別について～歌舞伎のことなど～」 

      ６月１６日  １９人 

   「近世の身分差別について～身分のしくみ～」 

      ７月２１日  １４人 

「近世の身分差別について～被差別民のくらし（生活①）～」 

      ８月１８日  １５人 

   「近世の身分差別について～被差別民のくらし（生活②）～」 

   ９月１５日  １４人 

「近世の身分差別について～幕藩体制の動揺と身分の固定化～」

閉講式講座「まとめ」 

     １２月１５日  １５人  

Ａ 

●高齢者が豊かな経験を生かして社会参加を実践するための学

習ができるとともに、受講生相互の親睦が深まっている。 

学習ニーズに

応じた学習機

会の充実 

55. 

ちくしの高年大

学 ◇受受講生数 ９９名 

１.教養講座 ８回 

 ①生き方１回   題目：笑顔、元気、これぞ健康の秘訣 

 ②福祉１回    題目：人生備えあれば憂いなし 

 ③生活１回    題目：注意一秒！怪我一生～高齢者の交通マナー

④伝統文化１回  題目：筑紫野市の伝統文化に触れよう～山家岩戸

神楽～ 

 ⑤健康１回    題目：健やかな心に、健康は宿る 

⑥人権１回       題目:男女共同参画社会：現実とこれからの課題

 ⑦学習実践発表会１回 

⑧作品展１回 

２.専門講座１３回 

 ①郷土史 ２０人  ②太極拳 ２１人  ③合唱 １５人 

④絵画  １８人  ⑤紙版画  ９人 

⑥健康レクササイズ １６人 

３.クラブ活動８回  

社会参加のための技術実習（学習及び実習） 

４.世代間交流事業 

 夏休み期間中の小学生を対象とした「夏休み工作教室」 

・７月２７日：筑紫南地区（筑紫南コミセン）１１１人 

Ａ 
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  ・７月２８日：二日市地区（二日市コミセン）  ８７人 

・７月２９日：山口地区（山口コミセン）６１人 

・８月 １日：筑紫地区（筑紫多目的集会施設）６１人 

・８月 ２日：御笠地区（御笠コミセン）５３人 

・８月 ４日：山家地区（山家コミセン）５５人  合計４４１人 

②春休み期間中の小学生を対象とした「春休み工作教室」 

・３月 筑紫東小学校学童保育所 ４１人 

５．学習成果発表 

 ・生涯学習フェスティバルでの学習発表及び子どもたちの体験学習の

 場の設置     １０月２９～３０日 

・学習実践発表会   ２月７日 

・作品展       ２月７～２０日 

６．社会参加活動 

・万葉の里ウォーキングの支援   １１月１３日 

（３Ｋｍファミリーコース） 

・阿志岐小フェスタでの工作支援  １０月２３日 

 研究課程としてゼミ講座「チェンジイせんばぁ倶楽部」による歴史散

策活動、家庭菜園支援活動及び高齢者支援活動 

 

●生涯学習センターの視聴覚機材・教材を活用してもらうことに

より、市民のニーズに応じた学習ができるようにする。 

学習ニーズに

応じた学習機

会の充実 

 

56. 

視聴覚教育・視聴

覚ライブラリー

事業 
◇教材一覧を各機関等へ知らせることにより貸し出しが拡大、ＨＰにＶ

Ｔ教材等の一覧を掲載し、教材の検索ができるようにした。 

・野外放送機器  ２９回 

・スクリーン   ２９回 

・パネル     １５回 

・ビデオプロジェクター館外貸出し ３６回 

・ビデオテープ館内、館外貸出し本数    ６２０本 

Ｂ 

●身近にある差別や人権問題をテーマとした学習の機会を提供

し、人権問題の啓発を図ることにより、人権意識を持った市民を

増やす。 

学習ニーズに

応じた学習機

会の充実 

57. 

いきいき人権ラ

イフセミナー 

◇子どもに焦点を当て、様々な角度から人権問題を学習した。 

学習内容（４回） 

①７月５日（火）   参加：１０人 

題目 今、キモチを大切にしていますか？～学校における人権教育につ

いて考える～ 

講師：石橋博史(福岡県福岡教育事務所人権・同和教育室) 

②７月１２日（火）   参加： ８人 

題目 小学校における人権教育～こどもとおとなの人権教育に対する 

共通認識のために～ 

講師：松本忠(筑紫野市二日市北小学校教諭)  

③７月１９日（火）   参加： ５人  

Ｂ 
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  題目 中学校における人権教育～こどもとおとなの人権教育に対する 

共通認識のために～ 

講師：岩切優子(筑紫野市二日市中学校教諭)  

④７月２６日（火）    参加：６人 

題目 こどもとおとなのキモチをつなごう（まとめ）～日常生活で育む

チカラ～  

講師：白水昭道（筑紫野市教育委員会学校教育課課教科促進指導員） 

 

●身近な生活課題を学習し「まちの政治」を正しく理解し、明る

い選挙の推進を図るとともに、地域のリーダーを育成する。 

学習ニーズに

応じた学習機

会の充実 

58. 

まちをみつめよ

う学級 

 

◇選挙や防犯防災、街づくりのための学習を行った。 

学習内容 

選挙管理委員会事務局との共催事業 

今年度のテーマ：教育・福祉について  受講生：２５人 

○年間実績 

・５月１８日（水）   参加２５人 

 題目：開級式 ～年間学習計画他～ 

 講師：森田陽子（湯町区長）  

・６月１５日（水）   参加２４人 

題目：選挙について 

講師：森敬（筑紫野市選挙管理委員会事務局） 

・７月２０日（水）   参加２５人 

 題目：地域コミュニティづくりの現状と課題 

講師：山崎安則（筑紫女学園大学教授） 

・８月１７日（水）   参加２５人 

 題目：市職員が見た被災地の様子 

 講師：市職員３人 

・９月２１日（水）   参加２２人 

題目：少年補導員の活動について 

講師：徳永早巳（少年補導員会会長） 

・１０月１９日（水） 参加２５人 

 題目：ふくおか県政出前講座～地域から変えよう防犯対策～ 

講師：十時裕（福岡県安全・安心まちづくりアドバイザー） 

・１１月１６日（水） 参加２０人 

 題目：館外学習  

場所：カミーリヤ、博多織献上館にしむら他 

・１１月２８日（月） 参加１５人 

 題目：筑紫地区政治学級生社会見学 

場所：九州電力、新小倉発電所、北九州空港 

・１２月２１日（水） 参加１７人 

 題目：御笠青色パトロール隊の活動について 

 講師：平嶋正一（御笠青色パトロール隊副会長） 

・１月１８日（水）   参加２５人 

 

 

 

 

Ｂ 
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   題目：人権を大切にするまちづくり 

 講師：野村豊治（筑紫野市教育委員会教務課地域活動指導員） 

・１月２３日（水）   参加１５人 

 題目：筑紫地区政治学級リーダー研修会 

 講師：斉藤文男（九州大学名誉教授） 

・２月１５日（水）   参加２１人 

 題目：館外学習 

場所：くまもと工芸会館他 

・３月２１日（水）  参加１８人 

 題目：閉級式 ～年間反省会～   

 

●地域の豊かな学習資源を生かした学習機会の提供をはかり、学

習の成果を活かして、地域やコミュニティ施設における生涯学習

活動や地域活動に参画する。 

学習ニーズに

応じた学習機

会の充実 

59. 

コミュニティ主

催事業 

◇郷土の歴史や健康、料理など地域や生活に密着した講座を行なった。

講座内容 

 施設名    講座数   参加者数      延人数 

二日市コミセン ６講座   １５０人      １,０５９人 

講座名 手話教室、夏休み家族講座、健康教室など 

山口コミセン  ７講座    １８９人       １,０９０人 

講座名 山口歴史探訪、夏休み子ども自然教室などなど

御笠コミセン １２講座   ３３３人      １,３５１人 

１２事業   ２９７人       ３３６人 

講座名 季節の保存食、学んでみよう！介護など 

山家コミセン １３講座   ４３５人      ２,３８６人 

講座名 けんこうクラブ、地産地消の料理講座など 

筑紫多目的集会１１講座     ５２５人      １,８６１人 

講座名 パソコン講座、ちくしの森歴史探検隊など 

筑紫南コミセン１１講座 １,７４８ 人     １,７４８人 

       講座名 朗読講座、親子でエンジョイなど 

合同主催講座  １講座    ６０人      ６０人 

８月２８日  講座名 チャレンジ・ザ・ドミノ 

６館合計   ６１講座  ３,４４０人      ９,５５５人 

       １２事業   ２９７人      ２９７人 

Ａ 

●市民の学習ニーズに応じた学習の機会が提供され、市民の学習

活動が行われている。 

学習ニーズに

応じた学習機

会の充実 

60. 

ちくしの文化講

座 ◇市民の様々なニーズに応じた学習を提供した。 

講座内容 

①趣味教養講座 ４３８人(定員７２５人)延４,６１３人 

・定期講座  ：３４講座 

・1日体験講座 ： ９講座 

（ジュニア講座・音楽講座・暮らし実用講座・手芸工芸講座・外国語講

座・文学講座・歴史講座など） 

Ａ 
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  ②料理講座２４講座 

     ２８８人（定員５６４人）延 ５５９人 

③パソコン講座３１講座 

     ２８４人（定員５０１人）延１,２３９人 

④チャリティーＪazz コンサート in ちくしの 

   参加２０６人（定員３００人） 

 

●「夢むらさきクロスロード４００」記念事業の一環として、筑

紫野市に縁のある杉山一族をテーマに学習することで、郷土への

関心を高める。 ※筑紫野市文化会館との共同事業 

学習ニーズに

応じた学習機

会の充実 

61. 

「つくし紫」文化

塾 

①９/４（日）杉山家５代と筑紫野  来場者２７９人 

②１０/８（土）映画に描かれた夢野久作の世界  来場者１９１人 

③１１/１２（土）杉山家の人々～龍丸の奇跡～  来場者２３２人 

Ａ 

●生活学校相互の連絡をはじめ生活学校運営の情報交換を行い

消費生活の向上を図る。 

学習ニーズに

応じた学習機

会の充実 

62. 

生活学校連絡会

（補助金） ◇各生活学校の運営や活動を協議し消費生活の向上に取り組む運動を

今後も継続していく。 

環境･教育･福祉･くらし等の諸問題についての取組みを行っていく。 

①筑婦生活学校の主な活動 

 ・環境問題の学習 

 ・廃油を利用しての石鹸作り 

 ・天拝山ロードレースの支援 

 ・食の安全性についての学習 

 ・植樹活動への参加 

 ・古紙回収 

※みかさ生活学校については、２２年度から廃校 

Ｂ 

●趣味的なものから学術的なものまで多面にわたる講座を開催

することにより女性の地位向上を図る。 

学習ニーズに

応じた学習機

会の充実 

63. 

女性大学講座（補

助金） ◇女性の地位向上に向け、様々な講座が実施された。 

講座内容 

① 毎週火曜日     ゴルフ・洋裁教室 

② 毎週水曜日     洋裁・リフォーム教室  

③ 第1･2･3月曜日  社交ダンス・ハワイアンフラダンス 

実用書道・卓球教室１、２ 

④ 第1･2･3火曜日 日舞教室 

⑤ 第1･2･3水曜日 民謡・三味線・カラオケ・太極拳・卓球教室 

⑥ 第1･2･3木曜日 太極拳・健康教室・謡曲教室 

⑦ 第1･2･3金曜日 日舞教室 

⑧ 第2･3･4金曜日 歌謡教室 

⑨ 第1･2･3土曜日 詩吟教室 

⑩ 第1･3火曜日  生花教室 

⑪ 第1･3木曜日  生花教室・茶道教室 

⑫ 第1･3金曜日  かな書道・歌謡教室 

 

 

Ａ 
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  ⑬ 第2･4月曜日  パッチワーク教室 

⑭ 第2･4火曜日  コーラス 

⑮ 第2･4水曜日  トールペイント 

⑯ 第2･4木曜日  夜間ペン・かな書道・トールペイント 

⑰ 第2･4金曜日   ペン習字１、２・茶道・洋画・水墨画・手編 

⑱ 第2･4土曜日  書道入門 

⑲ 第２水曜日   おしゃれクッキング、歌謡曲 

⑳ 第４水曜日   男性料理専科  

 

●自主学習グループの成果を持ち寄り、市民に公開・交流を行う。学習ニーズに

応じた学習機

会の充実 

64. 

生涯学習センタ

ー自主学習グル

ープ連絡会補助

事業 

◇活動内容 

①自主学習グループまつり（生涯学習フェスティバルに参画）実行委員

会を結成し５回開催（反省会を含む） 

・ステージ発表３４ｸﾞﾙｰﾌﾟ     ・作品展示  １３ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

・バザー出展  ５ｸﾞﾙｰﾌﾟ     ・グループ紹介 

②館外学習(１２８人)  下関市・長府市 ５月３１日 

③館内学習(２５人)   認知症についての学習会 ２月２６日 

④総会  １回  ・四役会 １０回 

・理事会１１回   代表者会 ７回 

Ａ 

●図書室の事業を活用し、学習活動や地域住民の交流により地域

づくりが展開される。 

学習ニーズに

応じた学習機

会の充実 

65. 

筑紫南コミュニ

ティセンター図

書室運営 

◇市民協働事業として、平成２０年度から「はらっぱの会」に委託し、

図書室の運営や地域づくり・人づくりのための事業を行なった。

活動内容 

・図書室の開館日数      ２４５日 

・図書室利用者数    １７,１０人 

・図書貸し出し冊数   ２３,４１７冊 

・図書室主催講座        ２４回 

講座内容：布で作る絵本とおもちゃ作り教室など 

・折り紙教室          ４７回 

・すこやか広場（育児相談）    ２回 

・講演会             ２回 

・読み聞かせボランティア養成講座 ８回 

・出張おはなし会       １６回 

Ａ 

●市民がボランティアバンク事業を活用し、地域づくりや学習活

動が展開されている。 

家庭・地域の

教育力を高め

る教育活動の

充実 

66. 

生涯学習ボラン

ティア事業 ◇市民協働事業として、平成１８年度から「筑紫野市ボランティアバン

クの会」に委託し、様々な活動を行なった。 

活動内容 

・ボランティアの登録、派遣事業（学習相談・コーディネート） 

・ボランティアバンク情報の提供、発信（ＨＰ・広報誌の発行など） 

・ボランティア活動の支援 

・地域活性化事業｢このゆびとまれ｣  場所 市内各コミセン 

Ａ 
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  ・ボランティア研修会・学習会 年３回 

 ①７月３０日 参加２４人 

 ②９月 ３日 参加２４人 

 ③１月２８日 参加４６人 

平成２３年度実績 

・ボランティア登録者    １,５３４人 

   個人         １,０３８人 

   団体   ３９グループ（４９６人） 

・ボランティア派遣件数    ２７４件 

・ボランティア派遣人数  延４,６０８人 

・市民利用者数    延 ７９,２８２人 

 

●学習グループが日頃の学習の成果を発表することができ、多く

の市民の学習意識が向上する。 

家庭・地域の

教育力を高め

る教育活動の

充実 

67. 

生涯学習フェス

ティバル ◇様々な機関団体や学習グループが集い、連携しながら、学習成

果の発表の場、交流の場として、作品展示、ステージ発表、バザ

ーなどを行った。また、人権、男女共同参画など行政啓発活動も

行った。 

☆日  時 平成２３年１０月２９～３０日（土・日曜日） 

☆参加人数 約５，０００人 

 ・参加団体(人数)１５１団体 １,８００人 

 ・観覧者数 ２日延べ    ５,０００人 

①実行委員会 ４回 

②企画会議  ３回 

③各担当会議  １４回 

  内訳 イベント担当会議 ４回 

     ステージ担当会議 ３回 

     会場用具担当会議 ４回 

     広報受付担当会議 ３回  

Ｂ 

●市民の学習機会とニーズに応え生涯学習の推進に努めること

により、家庭や地域の教育力が高まる。 

家庭・地域の

教育力を高め

る教育活動の

充実 

68. 

市民大学講座 

◇学習内容 

・第１回 ６月６日（月） 参加８５人 

テーマ：港の再発見 

 講 師：江頭和彦（博多ふ頭（株）取締役 博多夢松原の会理事） 

・第２回 ７月４日（月） 参加９０人 

テーマ：東日本大震災と復興日本の政治 

 講 師：藪野祐三（九州大学名誉教授） 

・第３回 ８月１日（月） 参加７５人 

テーマ：郷土の先人の生き方（知恵・志）に学ぶ 

 講 師：高嶋正武（前 筑紫野市教育長） 

・第４回 ９月５日（月） 参加６３人 

テーマ：昔話の癒しの力に学ぶ 

Ａ 
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   講 師：飯田栄彦（作家） 

・第５回 １０月３日（月） 参加７１人 

テーマ：最近のガン情報～自分の問題として考えてみましょう～ 

 講 師：宮原典子（保健師 ＮＰＯ法人ハッピーマンマ理事） 

・第６回 １１月７日（月） 参加６５人 

テーマ：憲法 この一年 

 講 師：横田耕一（九州大学名誉教授） 

・第７回 １２月５日（月） 参加６８人 

テーマ：日本と世界 ～２０１１年を振り返って～ 

 講 師：安武秀明（西日本新聞社報道センター長） 

・第８回 ３月５日（月）  参加６５人 

テーマ：夢のクララ 

 講 師：狩野啓子（久留米大学教授） 

 

●『子どもの人権を守り、健全な成長発達に責任を果たせる親と

なる』ことを目的とする。家庭教育学級間の情報交流を行い、合

同企画事業を実施することにより、各家庭教育学級における活発

な学習活動により家庭の教育力の向上を図る。 

家庭・地域の

教育力を高め

る教育活動の

充実 

 

69. 

家庭教育学級 

 

 

 ◇より良い子育てを求めながら、親としても教育力を高めるため

の学習を行った。 

学習内容  

学級数  １７学級（小中学校１６、夜の学級１） 

学級生数 ４６９人  

合同開講式 

 日 時：５月２７日(金)１０:００～ 参加者:１４４人 

 講 演：子どものあるがままを受けとめて 

～ピュアハートからの贈り物～  

 講 師：國友 美恵子（音楽ランド代表） 

・合同レクリエーション 

 日 時：６月１７日(金)９:３０～  参加者：２０２人 

・合同研修会 

 日 時：１１月１７日(木)１０:００～ 参加者:２８７人 

１、全体会講演：家庭ってこんなに大事！ 

～ホームレス支援から見えるもの～ 

   講師：森松 長生 NPO法人北九州ホームレス支援機構常務理事

２、分科会 

 ①ゴスペルに挑戦！～歌で心を伝える素晴らしさを実感しよう～ 

   講師：広瀬 了子 

  ②健康な心と体を作ろう ～骨盤ヨガ～ 

   講師：井上 美智子 

  ③子どもの心に届け！あったかい言の葉 ～自由懇談～ 

   講師：原口 重利 

・各学級での学習活動 ４月 学級生募集 ５月 開講式 ６月～１月

 

 

Ｂ 



 24

  各々学級のプログラムに沿って学習会 ２月閉講式 

各学級学習会 計１２３回  参加者総数 ２９０８人 

・家庭教育学級連絡会 １７学級より２～６名の役員で構成 ７１名 

毎月１回実施 各学級 

間の情報交流を行い、活発な学習活動の促進を図ったり、研修会を実

施し家庭教育学級の充実に取り組んでいる 

・文集「あゆみ」作成 

 

●地域コミュニティ主導のいきいきと輝く街づくりを実践する

人材の育成や資質の向上を図る。 

家庭・地域の

コミュニティ

力を高める教

育活動の充実 

70. 

いきいき元気人

養成講座事業 ◇リーダー課程の受講資格取得やサポーターの資格を得るための活動

を行なった。 

活動内容 

(１)受講生数  街づくりサポーター課程者    ７人 

        街づくりサポーター更新課程者 １３人  

(２)学習会 １５日間 

  ①講義 ５回    

  ・まちづくりの実践例に学ぶ（２回） 

  ・筑紫野市のまちづくりを知ろう（１回） 

  ・プログラム作成の基礎知識（１回） 

  ・まとめ（１回） 

②演習 ６回 

・活動プログラム作成（４回） 

・グループワーク（２回） 

  ③実習 ３回  

  ・ｱｲｽﾌﾞﾚｰｷﾝｸﾞの手法を学ぶ（１回） 

  ・プログラム実習・実践（２回） 

  ④先進地視察 １回 場所：佐賀県鹿島市嘉瀬公民館  参加７人

               佐賀県ＮＰＯサポートセンター 

「フロンティア」 

⑤講演 １回 内容：まちづくりを目標としたサポーターの役割

参加１６人  

(３)社会参加活動 

  ・生涯学習フェスティバルでプログラムの企画、運営｢文字さがし

ラリー｣ 

※講座運営を前年度受講生に委ねる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

●地域の中で子どもたちがいきいきとした「子ども時代」を過ご

すための環境づくりを目指す。また、子どもたちに芸術に親しむ

心と感受性を育てるとともに、芸術文化活動への参加意欲を喚起

する。 

文化財・文化

芸術活動の充

実 

 

71. 

ちくしの子ども

劇場補助金 

 

 ◇子どもの諸活動に関する事業（子どもキャンプ等）、子どもの

ための優れた舞台芸術関連事業（１０作品）、子どもの表現活動

（ドラマスクール等）、子育て支援関連事業（子育て講演会）な

 

 

 

Ａ 
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  どを通して子ども達が生き生きと活動できる環境を提供するこ

とができた。 

 

●連合会への加盟団体が増加し、市民の芸術文化事業が盛んにな

ること。連合会の事業が継続され、多様な事業がおこなわれるこ

と。安定した運営がおこなわれること。 

文化財・文化

芸術活動の充

実 

72. 

文化団体連合会

補助事業 

◇美術展、研修を実施すると伴に、県文化団体連合会福岡Ⅱブロックin

那珂川町に参加。 

 

Ｂ 

 

●文化財の保存・管理を適正に行う。 文化財・文化

芸術活動の充

実 

73. 

史跡保存管理事

業 

◇阿志岐山城跡が国指定史跡になったことを記念しシンポジウム・現地

調査を行った。 

内史跡地の草刈業務委託等を行い景観の維持に努めた。また、開発に伴

う文化財の問い合わせに対応するためデータの更新を行った。 

 

 

 

Ｂ 

●地域への理解を深め、市民の自治能力の向上を図る。 

①市民に対し、学習意欲の喚起を促し、地域学習の推進を図る。

②市の施策・事業や市民活動に対し、資料提供、助言を行なうと

伴にこれを支援する。 

③学校教育に対し、資料提供、並びに教育支援を行なう。 

文化財・文化

芸術活動の充

実 

 

 

 

 

74. 

展示教育支援事

業 

 

 

 

 

◇企画展/4事業 

ﾛﾋﾞｰ展/ｼﾞｭﾆｱ学芸員連動事業(年間) 

学芸員関係/３事業 

講座等 

・筑紫野織りの会（第１・３金曜日） 

・回想法(随時）/  

・歴史講座(１０月１６日・１０月２３日） 

・市民文化ゼミナール（１月２８日・２月２５日・３月２４日) 

支援事業／１０事業 

共同事業／６事業 学芸員派遣／３０件 

資料貸出／４４１点 資料閲覧／２４８点 

・市民協働事業・共同事業 

企画展 

・武蔵寺と二日市温泉（４月２３日～７月３日） 

・「古代の駅と官道」（７月２３日～９月１９日） 

・「長崎街道と４００周年山家宿」（１０月８日～１１月２７日）

・昔のくらし（１２月２３日～４月１日） 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

●資料を収集し、適切に保存・管理することにより、活用できる

状態にする。 

文化財・文化

芸術活動の充

実 

75. 

資料収集保管事

業 ◇ガス燻蒸を行なっているが、九州国立博物館と連携してIPM導入につ

いて探った。 

 

Ｂ 

●芸術作品の創作、人形劇の鑑賞を通して、ゆとりある心豊かな

青少年・少女を育てる。 

文化財・文化

芸術活動の充

実 

76. 

ちくしの人形劇

まつり実行委員

会補助金 

◇２０年度より会場を文化会館に移した。また、実行委員会内に

広報担当と企画担当を設け、委員に企画・運営を担ってもらう。

 

 

Ａ 
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  その結果、多数の観客に恵まれ大成功であった。  

●市指定無形民俗文化財「山家岩戸神楽」を伝承保存していくた

めの保存会の活動が円滑に行われる。 

文化財・文化

芸術活動の充

実 

77. 

山家岩戸神楽保

存会補助金 ◇１０月１７日神楽奉納 

１１月 ３日山家地区文化祭出演 

６月～３月山家小学校「神楽クラブ」指導 

 

 

Ａ 

●観光資源でもある市指定天然記念物「長者の藤」の育成保護が

行える。 

文化財・文化

芸術活動の充

実 

78. 

市指定文化財（長

者の藤） 

管理補助金 
◇４月 消毒（アブラムシ、毛虫、セン虫等の駆除） 

５月 花の房切り（枯れた花すべて）、廃棄処理、消毒（毛虫等駆除）。

２月 藤棚竹組替え（棚竹、竹を結ぶ縄の交換）、施肥、徒長づる・枯

枝と苔等の除去と手入れ、結界棚等の交換、古竹廃棄処理、消毒（アブ

ラムシ、毛虫、セン虫等の駆除） 

３月 消毒（アブラムシ、毛虫、セン虫等の駆除） 

 

 

 

 

Ｂ 

●国際感覚（市民一人ひとりが豊かな人権感覚を背景に、文化や

価値観、さらに環境を共有し、お互いの違いを敬い理解と共生の

意識を持つこと）を持った市民を増やすとともに、住みやすいと

思う外国人を増やす。 

国際交流の推

進 

79. 

国際交流事業 

◇国際化行動計画に基づいて関係各課の進捗状況調査を実施した。状況

としては財政再建計画により新規事業として、実施に至ってない課が殆

どである。行動計画を実施しようとすれば予算とともに人員の配置など

が必要であり、今の状況では実施は難しいと思われる。 

 

 

 

 

Ｂ 

●小地区公民館が地域のまちづくりや生涯学習などの活動拠点

施設となっている。 

社会教育施設

の充実 

80. 

小地区公民館設

置補助 ◇地域における社会教育活動の振興を図るため、区が行なう小地区公民

館の新築、改築及び修繕等の費用の補助を行なう。 

 平成２３年度 

・新築及び改築   ０件 

・増築       １件 ８，１０９千円（針摺東） 

・用地購入     ０件  

・修繕      ２３件  ７,７３６千円 

Ａ 

●すべての市民、在勤、通学者、福岡都市圏住民が本に親しむ。 社会教育施設

の充実 

 

81. 

図書館運営事業 
◇平成２３年度図書館運営事業指数 

・貸出総冊数 ７９７，２８５冊 

・利用者総数 １５２，３７０人 

講座等 

子どもの読書推進公演会１回、絵本講座２回、子ども読書講座３回、 

各種講座・研修等６回、ブックスタート事業１２回 

移動図書館事業：３９ステーション巡回              

 

 

 

Ｂ 

 

 

 

社会教育施設

の充実 

82. 

図書・視聴覚資料

●文化と教養が高まる。 

図書資料等購入により読者の要望が満たされる。 
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 購入事業 ◇平成２３年度図書・視聴覚購入事業 

図書等購入。 

・図書、視聴覚資料            １９,４９９，１６８円 

・新聞、雑誌等                ３,５１４，４７１円 

書誌情報作成委託 

・書誌、視聴覚情報作成委託料   ２,３４５，７８３円 

 

 

Ｂ 

●生涯学習施設や学習に関する情報を得ることができる。 生涯学習情報

の共有化と充

実 

83. 

生涯学習情報提

供事業 

◇「広報ちくしの」生涯学習情報 もやい 

 「広報ちくしの」中に２ページ掲載、月２回年間２４回発行 

◇生涯学習情報誌もやい「学習情報号」 

 年度末に市内の公共施設に年１回配布（２４ページ、７千部）

◇生涯学習課関連ホームページ アクセス回数１３，７８１回 

Ｂ 

●筑紫地区における公民館事業等の現状や課題などの情報交換

を行い、公民館活動が活性化している。 

施策の総合推

進 

 

84. 

筑紫地区社会教

育振興協議会（公

民館部会) 

◇社会教育公民館事業についての学習会研修会や4市1町での事業の情

報交換会などを行なった。 

 ・公民館部会（３回）、研修会・筑紫地区公民館事業担当者等研修会

  ６月 太宰府市 参加者：１３７人（内 筑紫野市２８人） 

・福岡県公民館実践交流会 

  ２月 春日市   参加者：４人 

福岡地区公民館研修会 

  ２月 志免町 参加者：１９人 

 

 

Ｂ 

●市内の各小地区公民館活動を充実させることにより、市民が学

習活動、地域活動やボランティア活動に積極的に参加できるよう

になる。 

施策の総合推

進 

85. 

小地区公民館連

絡協議会補助事

業 ◇活動内容 

・総会・五役会・理事会 

 回数（総会１回・五役会５回・理事会５回） 

・小地区公民館新任館長・主事等研修会 

 日時：６月１１日  

 参加者：９５人 

・福岡県公民館大会 

 日時：８月４日  場所：行橋市  参加者：１８人 

・筑紫野市小公連・防犯連推進大会 

 日時：９月１０日  参加者：２４５人  

・九州地区公民館研究大会 

 日時：１０月２０～２１日 場所：佐賀県佐賀市 参加者：２０人 

・地区別視察研修会 

  山家地区  日時：１月２８日 参加者５４人 

  筑紫地区  日時：１月２８日 参加者４３人 

  山口地区  日時：１月２８日 参加者３３人 

御笠地区  日時：２月１２日 参加者４４人 

 

 

Ａ 
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    二日市地区 日時：２月１９日 参加者６３人 

・福岡地区公民館研修会 

 日時：２月１８日  場所：志免町  参加者：１９人 

・「小地区公民館の手引き」改定案承認（総会）、各小地区公民館に配布

 

●地域における社会教育活動の振興を図るため、公民館主事を設

置することで、生涯学習活動･地域活動が活性化し公民館が地域

の交流の場や地域活動の拠点になる。 

施策の総合推

進 

86. 

小地区公民館主

事設置補助事業 

◇地域における社会教育活動の振興を図るため、小地区公民館主事の設

置を促進することを目的する。 

(主事      ８８人) 

補助対象者数 ８６人 

 補助金額    補助対象主事数 

２４，０００円 →  ３６人 

３６，０００円 →  ５０人 

 

 

 

Ｂ 

●各学校とＰＴＡとの連携を深めることにより、児童･生徒の健

全な育成と保護者・教職員の資質向及び教育の振興を図る。 

施策の総合推

進 

87. 

市立学校ＰＴＡ

協議会補助金 

 

◇支援策として補助金４３２千円を交付した。（２７千円×１６校） 

協議会の活動内容 

 広報研修会、委員合同研修会、市長・教育委員会・校長・合同懇談会、

スポーツ研修会、人権問題研修会 

Ａ 

●女性の社会参加が促され、社会教育団体として活動を行い、地

域に貢献している。 

施策の総合推

進 

88. 

市婦人会補助金 

◇女性の地位向上と社会参加をめざし、各機関団体と協力し、地域の福

祉活動にも貢献した。   会員数５７０人 

・女性大学（婦人会主催）４０学級 

・市民大学（委託事業）  ８講座 

・女性問題講座      ６講座 

 青少年支援事業     ５学級 

（小学生書道(Ａ)(Ｂ)(Ｃ)・絵画・そろばん教室） 

・子育て支援事業  １学級（楽しくクッキング教室） 

・生活学校        ７回 

・婦人会同和教育推進   

    講座、研修会等に１７回出席 

・消費者友の会 固形せっけんづくり 

・生涯学習フェスティバルに出店、展示、ステージ発表 

・古紙回収活動      ６回 ３,９６０kg 

Ａ 

●女性の社会参加が促され、社会教育団体として活動を行い、地

域に貢献している。 

施策の総合推

進 

89. 

各地区婦人会補

助金 ◇二日市婦人会 

・人権・環境・福祉問題の学習 

・環境活動（古紙回収、固形石鹸つくり） 

Ｂ 
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  ・体育祭、地域文化祭、敬老会などの地域での活動 

◇御笠コミュニティ女性会 

 ・７月２０日 館外視察研修会 

 ・９月２６日 クッキング教室 

・１０月９日 御笠地区市民体育祭 

 受付、接待、トイレの見回り清掃、総踊りを担当 

・１１月１２～１３日 御笠地区市民体育祭 

 体験コーナー担当 展示、学習活動の紹介 

・２月２５日 男女共同参画推進学習会 

 

●市民の協働による地域づくり、地域の教育力向上 施策の総合推

進 

90. 

生涯学習推進事

業（嘱託職員） 

◇生涯学習・社会教育事業推進のため地域活動指導員および社会教育指

導員を配置 

①社会教育指導員   １１人 

 生涯学習課  

  総務担当      ２人 青少年担当  ２人 

  推進担当      ６人  

  生涯学習センター  １人 

②地域活動指導員    ２人 

Ａ 

 

４．スポーツ・レクリエーションの推進 

● 事業の意図 
基本事業 事務事業 

◇ 活動状況等 
評価

●ナイター設備のある筑紫野中学校、筑山中学校の2校のグラウ

ンドを夜間開放することにより、スポーツの場の提供と、生涯ス

ポーツの振興を図る。 

スポーツ施設

の充実 

 

91. 

中学校ナイター

施設運営事業 

 ◇利用者数（平成２３年度） 

 利用者数：２，４５２人 

（内訳） 

・筑紫野中：１，８９２人 

・筑山中 ：  ５６０人 

 

Ｂ 

 

●小中学校体育施設を社会体育施設として開放し、各種スポーツ

の場の提供と、各種スポーツ団体及びグループの交流を促し、生

涯スポーツの振興を図る。 

スポーツ施設

の充実 

 

92. 

小中学校開放体

育施設運営事業 

 ◇・小中学校１６校の開放を行った。 

・ 毎年1回学校開放運営委員会を開催し、定期団体の利用調整を行っ

た。 

・定期団体以外の利用者の利用調整の実施 

 

Ｂ 

 

 

●多くの市民がプールを利用し、市民の体力向上と水泳の振興が

図られる。 

スポーツ施設

の充実 

93. 

小学校プール市

民開放事業 ◇利用可能プール：市内全小学校 １１校 

利用期間：夏期休暇期間（７月２１日～８月１２日） ２０日間 

利用時間：１０時～１７時（１２時～１３時は中断） 

 

 

Ａ 
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  利用者数： 

子ども２１,１４９人、大人１,０４２人、計２２,１９１人 

 

●スポーツの楽しさ、健康の増進等を図るため、多くの市民が利

用できるよう適切な施設の提供をするとともに、講習会及び教

室、イベントを開催する。 

スポーツ施設

の充実 

94. 

農業者トレーニ

ングセンター運

営事業 ◇平成２３年度定期利用登録団体数：４２団体 

・全体利用者数   ７９，２２１人 

 内個人利用者数 １４，９０８人 

・にこにこヘルシー教室 

・サマーチヤレンジクラブ 

・トレーニングルーム初回講習会 

以上の教室開催やその他学校・地域からの要請に対し職員の派遣や講座

等実施 

 

 

Ｂ 

●体育協会を支援し、協会に加入する様々なスポーツ団体の活動

を促進させることで、市民が年齢や体力に応じたスポーツに関わ

ることが出来る環境づくりを推進し、スポーツの振興を図る。 

年齢や体力に

応じたスポー

ツの振興 

95. 

市体育協会補助

金 

 ◇平成２３年度加盟団体数： 

       ２１団体＋スポーツ少年団 

平成２３年度加盟人数： 

       ５,２６２人 

定期的に執行部会、理事会、評議員会及び専門委員会を開催 

 主催事業として、「宝満つばきマラソン大会（延１,５００人）」・体

協研修会（雪のため中止）・少年スポーツ指導者研修会（５９名）等

を実施している。 

Ａ 

●生涯スポーツとして各種のスポーツ教室等を開催し、自分にあ

ったスポーツを日常生活の中に取り入れる環境づくりをするた

め、委託事業として実施した。 

年齢や体力に

応じたスポー

ツの振興 

96. 

生涯スポーツ 

振興事業 

 

 

◇平成２３年度 教室としては、ソフトテニス初心者（６人）・初心者

弓道（９人）・1日テニス（４１人）・サッカースクール（４，５００人）・

楽しいソフトボール（４２人）・体操初心者教室等が実施された。また、

大会は、宝満つばきマラソン大会(延１,５００人)及び剣道大会（５３

８人）の２大会が開催された。 

 

 

Ｂ 

●子どもたちの居場所づくりとして、市内小学校11校のグラウン

ド及び体育館を毎週土曜日の午前中開放している。 

幼児・児童・

生徒のスポー

ツ機会の充実 

97. 

学校週５日制推

進事業 ◇体育館・運動場開放延べ日数：４２２日 

利用者数延べ人数 １４,０３３人（1日当り利用者数平均：３３．３人）

 

Ｂ 

●各校区体育振興会を支援し、各校区の体育振興会で市民一人ひ

とりが、積極的に参加できるスポーツ・レクリエーションの年間

事業を企画、実施し、年齢や体力に応じたスポーツの振興と校区

内住民の親睦を図る。 

年齢や体力に

応じたスポー

ツの振興 

98. 

各校区体育振興

育成補助金 

 

◇１０校区の体育振興会に各６０,０００円を補助している。 

 

Ｂ 

 

年齢や体力に 99. ●市民がスポーツ・レクリエーションをする機会をつくり、多く  
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の市民が参加するような市民体育祭を開催する。 応じたスポー

ツの振興 

市民体育祭補助

金 ◇・平成２３年１０月９日（日）に一斉に実施 

・天拝小学校区（６月５日）、筑紫小学校区（各行政区ごとに実施９月、

１０月、１１月）、筑紫東小学校区（１０月２日） 

・８校区は、ウォークラリーや運動会形式で 開催（阿志岐小と吉木小

は、合同で開催） 

・２３年度の補助金：３,０５８千円 

・市民体育祭参加者数：１０,４０５人 

 

 

Ｂ 

●ロードレースを開催することにより、生涯スポーツを推進し、

健康の増進及び体力の向上につなげる。 

年齢や体力に

応じたスポー

ツの振興 

100. 

天拝山ロードレ

ース大会実行委

員会補助金 

◇平成２３年１１月２３日に実施 

 選手参加者 

 １０．０km     １０１人 

  ５．０km     ２９３人 

  ２．５km     １８３人 

 万葉の筑紫路    １９８人 

  計          ７７５人 

 スタッフ等    ２７９人 

 総計      １,０５４人 

Ａ 

●民間の協力により、代替市民プールとして民間施設のプールを

市民の利用に供し、利用料の一部を補助している。市民がプール

を利用することにより、体力の向上と水泳の振興が図られる。 

年齢や体力に

応じたスポー

ツの振興 

101. 

代替市民プール

利用費補助金 

◇平成２３年７月を持って事業中止 

Ｃ 

●市民のだれもが、いつでも、どこででも、自発的・主体的にス

ポーツに親しむことができる環境づくりとして開催している。 

年齢や体力に

応じたスポー

ツの振興 

102. 

各種事業・教室開

催事業 
◇大会） 

・水泳大会：        ３０９人参加 

・市民駅伝大会：      ４３６人参加 

・スポレク・フェスタ： １，６６５人参加 

（教室） 

・生涯スポーツセミナー   １０５人参加 

・福祉レクリエーシヨン講習会 ８８人参加 

・サマーチャレンジクラブ  １９１人参加 

・にこにこヘルシー教室   ４１９人参加 

 

 

Ｂ 

●体育指導委員の能力を向上させ、地域住民に対してスポーツに

関する指導・助言やスポーツに関する事業の支援を行うことによ

り、スポーツの振興を図る。 

指導者・ボラ

ンティアの育

成 

 

 

 

103. 

体育指導委員運

営事業 

 

 

 

◇各校区体育振興会等から推薦された２５人と学識経験者２人

の計２７人を体育指導委員として委嘱する。 

委員長・部長会及び体育指導委員会を毎月それぞれ1回開催し、

各地区の連絡調整や体育指導委員の研修、市や団体の行事運営等

 

 

 

 

Ｂ 
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  への協力を行った。また、地域活動への実技指導等も実施した。  

●全国大会に出場する個人、団体に対して、筑紫野市における社

会体育に寄与し、今後の貢献に期待できるものとして支援する。

個人に２０,０００円、団体に２００,０００円補助する。 

施策の総合推

進 

 

 

104. 

全国大会出場補

助金 

 ◇全国大会等出場者への支援 

 ２３年度の補助金交付者 個人５３人 団体 ２団体 

 

 

Ｂ 

●民間に委託することにより、効率的な施設の管理を行い、経費

の節減を図る。また、民間の知識や技術を取り入れることにより、

市民に魅力のある施設の運営を行い、利用者の増大を図る。 

スポーツ施設

の充実 

105. 

〈新規事業〉 

指定管理者業務

委託事業 ◇施設の維持管理・運営に関する業務を委託し、効率的な業務を

行った。 

[指定管理者に委託した施設] 

・各施設の利用状況 

勤労青少年ホーム       ２８，１５０人  

農業者トレーニングセンター  ７９，２２６人 

筑紫運動広場         １６，６０１人 

山家スポーツ公園       ３７，５１６人 

御笠運動広場         ２０，６４８人 

 

 

認めあい、共に生きる人権尊重社会の醸成 

５．人権意識の向上                                           

● 事業の意図 
基本事業 事務事業 

◇ 活動状況等 
評価

●すべての市民に人権意識の大切さを理解してもらう。 市民・企業へ

の人権意識の

啓発 

106. 

人権問題啓発実

行委員会運営事

業 

◇８１行政区５８会場にて市民懇談会が開催された。機関団体研

修については、２０団体実施、１団体が未実施。 

 

Ｂ 

●人権問題に対する正しい認識と人権感覚豊かな市民の育成に

よって、人権が侵害されない市民生活ができるようになってい

る。 

市民・企業へ

の人権意識の

啓発 

 

107. 

人権・同和問題啓

発冊子の編集・発

行事業 ◇・解放への一歩第３８集 １０月１５日発刊 

・広報「人権問題特集号」１２月１日発刊 

市内全世帯配布 

●発刊部数 各３９,０００部 

・人権作文集「くさび」３月１日発刊 

児童・生徒を介してPTA及び公共施設を通して配布 

●発行部数  １１,０００部 

 

 

 

 

Ｂ 

●市民の共同生活の場である行政区ごとに組織的な人権問題啓

発活動の推進と学習活動を展開することによって、人権問題の早

期解決を目指し、市民一人ひとりが人権意識の高揚に努め、人権

を守り、差別をしない、させない、豊かな地域社会を実現する。

市民・企業へ

の人権意識の

啓発 

108. 

行政区人権問題

推進委員会育成

助成金 

◇８１行政区すべてにおいて行政区人権問題啓発推進委員会が

 

 

 

Ｂ 
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  組織され、５８箇所で市民懇談会が行われた。小学校区ごとの推

進員研修会は、１０校区。 

 

●同和地区の児童生徒をはじめ、学習支援を要する児童生徒の学

力が向上させる。 

同和問題の解

決 

109. 

学習指導支援事

業 ◇学校教育指導主事の研修教材購入 

 

Ｂ 

●同和問題の解決を、市民が自らの課題として捉え、差別を許さ

ない意識の徹底を図るため各種の啓発事業を集中的に実施し、差

別を許さない社会づくりの構築に向けて取り組みを展開する。 

同和問題の解

決 

 

 

110. 

同和問題啓発強

調月間事業 

 ◇７月同和問題講演会（参加者 ６２１名） 

・筑山中学校ブラスバンド演奏 

・講演「福を運んだ人形まわし」 

 講師 辻本一英さん 

・街頭駅頭啓発 

・各課職員研修会 

 その他の事業を事業計画に基づき実施。 

 

 

 

 

Ｂ 

●筑紫野市同和教育研究会の運営を助成し、部落差別をはじめと

するあらゆる差別からの解放を目指す人権・同和教育を実践して

いる。 

同和問題の解

決 

111. 

筑紫野市同和教

育研究会運営費

補助金 ◇年間事業計画に基づき、研究大会、学習会、講演会等を開催 

 

Ａ 

●５中学校区の児童・生徒の人権尊重意識が高まり、一人ひとり

を大切にする人権・同和教育が推進されている。 

施策の総合推

進 

112. 

同和教育推進5中

学校区事業補助

金 

◇・５中学校区に推進委員会設置 

・ブロック研修会ならびに公開授業研を実施 

 

 

Ｂ 

●女性問題講座の学習活動を通して「部落差別をはじめとする

様々な差別の存在に気づき、地域での実践活動を通して人権思想

を暮らしの中に生かし、一人ひとりの豊かな生活や幸せな未来を

築くため」地域社会において核となり得る指導者を育成する。 

施策の総合推

進 

113. 

指導者養成講座 

 

◇６月から２月まで、「子どもの問題」「人権問題」「部落問題」「平和問

題」をテーマとして講座を開催した。 

 

 

 

Ｂ 

●筑紫地区における社会人権・同和教育の現状や課題、取り組み等の情

報交換を行うとともに、同和問題をはじめとする人権問題の学習、研修

機会の提供を図り、社会人権・同和教育の振興と発展を期することを目

的とする。 

施策の総合推

進 

 

 

114. 

筑紫地区社会教

育振興協議会運

営事業 

 ◇・担当者研修会 

・啓発情報交換会 

・県社会人権同和教育担当者協議会研修会 

・筑紫地区社会教育関係職員同和問題研修会 

等の企画運営を実施した。 

 

 

 

Ｂ 

●同和地区の住民が文字を学び、自己実現のための様々な学習に

より差別に負けない力量が培われている。 

同和問題の解

決 

115. 

識字学級 

◇学習内容 

①文字学習を中心とした学習 
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  ②人権問題を基本に生活文化向上の学習 

③人権尊重のまちづくりを推進知るための学習 

         担当者    学級生 

京町識字学級   ８４人   １４７人 

美咲大学     ６２人   １０８人 

岡田解放学級   ３２人    １６人 

永岡識字学級   ２８人    ６７人 

 合  計   ２０６人   ３３８人 

 

Ａ 

●日常的な子ども会活動や社会体験等を通して、自らの社会的立

場を自覚し、差別に負けない、許さない強い意志と実践力をもっ

た子どもの育成を目的とする。 

同和問題の解

決 

 

116. 

解放子ども会 

 

 ◇活動内容 

学習支援活動をはじめ、社会体験を豊かにし、人を大切にする支援活動

を行った。 

 京町 指導者数３７人   子どもの数１３人 

 美咲  〃  ３０人    〃   ２９人   

 岡田  〃  ２３人    〃    ８人    

 永岡  〃  ２３人    〃    ６人 

 ※指導者については、人権政策課子ども会指導員、教務課派遣職員、

小・中学校教職員 

 

 

Ａ 

 

●同和地区住民の自立に向けた教育活動を支援することにより、

地区住民の生活の向上を図る。 

同和問題の解

決 

 

 

 

 

 

 

 

117. 

各部運営学級育

成補助金 

（女性部） 

 

 

 

 

 

 

 

◇活動内容 

実態的差別の克服をめざして、地域の教育力を高める活動を実践した。

女性部       ２５０人 

①研修会（女性集会・識字担当者研修会） ６４４人 

②全体学習会                ９７人 

③健康学習会（栄養教室）                ９２人 

④福祉学習会（福祉対策会議）             ３６人 

⑤地域活動（子どもまつり・遊ゆうまつり） ５７人 

⑥識字学級活動                   ２，３８０人 

⑦懇談会・交流会               ９４人  

 合   計                    ３，４００人 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

●同和地区住民の自立に向けた教育活動を支援することにより、

地区住民の生活の向上を図る。 

同和問題の解

決 

 

118. 

各部運営学級育

成補助金 

（子ども会） 

 

◇活動内容 

実態的差別の克服をめざして、地域の教育力を高める活動を実践した。

子ども会 ５９人              延べ人数 

①日常的活動（センターでの学習）     ７,７４８人 

②合同学習、研修              １７９人       

③体験活動（合宿他）               ４２人 

④交流会（保育所・海水浴）           ６３人 

 

 

 

 

Ａ 
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  ⑤野外活動（平和行進・キャンプ）       １１２人 

⑥地域活動(子どもまつり・オータム・カヌー)  ５２人 

⑥各種活動（ダンス教室・太鼓教室）      ４５０人 

  合  計                  ８,６４６人 

 

●同和地区住民の自立に向けた教育活動を支援することにより、

地区住民の生活の向上を図る。 

同和問題の解

決 

119. 

各部運営学級育

成補助金（老人

部） 
◇活動内容 

実態的差別の克服をめざして、地域の教育力を高める活動を実践した。

老人部 ２２４人             延べ人数 

①定例学習会               １,０８７人 

②老人識字                  ３９９人 

③研修会（館外で学習）           ２２４人 

④交流会（保育所・子ども会との交流）    ３１２人 

⑤各種教室（長生きがい教室）        ５５３人 

⑥地域活動（子どもまつり奉仕活動）      ３４人 

合  計                       ２,６０９人 

 

 

 

 

Ａ 

●同和地区住民の自立に向けた教育活動を支援することにより、

地区住民の生活の向上を図る。 

同和問題の解

決 

120. 

各部運営学級育

成補助金（成年） ◇活動内容 

実態的差別の克服をめざして、地域の教育力を高める活動を実践した。

成人男子  ２０３人                  延べ人数

①役員会・運営委員会・全体学習会・定例学習会     ２,３１１人

②各種学習会（館外・パソコン・健康学習会他）      ２４９人

③研修会（人権・同和問題講演会）             １０人

④交流会（視察・地域・保育所・子ども会との交流）    ２６２人

⑤地域活動（子どもまつり・カヌー・オータム奉仕活動）１,５８６人

  合 計                             ４,４１８人 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

●同和地区住民の組織的な教育活動に対し、事業補助すること

で、社会的課題としての同和問題の解決に寄与することを目的 

同和問題の解

決 

 

 

121. 

各部運営学級育

成補助金（青年

部） 

◇活動内容 

実態的差別の克服をめざして、地域の教育力を高める活動を実践した。

実態的差別の克服をめざして、地域の教育力を高める活動を実践した。

青年部 ２０２人          延べ人数 

①学習会（青年部活動者会議）     １７人 

②研修会（全国青年集会）      １４人 

③役員会                 ７２人 

④交流会（青年部スポーツ交流会）  ３７人 

 合 計               １４０人 

 

 

 

 

 

Ａ 

●同和地区住民の組織的な教育活動に対し、事業補助すること

で、社会的課題としての同和問題の解決に寄与することを目的 

同和問題の解

決 

 

 

122. 

各部運営学級育

成補助金（子ども

会育成会） 

活動内容 

実態的差別の克服をめざして、地域の教育力を高める活動を実践した。

 

Ａ 
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  子ども会育成会  ５５人            延べ人数 

①定例学習会                       ５８０人 

②各種学習会（就学前･３支部育成会･運営委員会） １５４人 

③研修会（人権・同和教育）                １４人 

④交流会（子ども会・育成会共に歩く会）        ８５人 

⑤懇談会（市内小中学校）             １１２人  

⑥体験活動（親子体験活動）              ７人 

⑦地域活動（遊ゆうまつり奉仕活動）          ４人 

⑧その他の活動（資源回収）             ４０人 

  合  計                   １,０２９人 

 

●同和地区住民の組織的な教育活動に対し、事業補助すること

で、社会的課題としての同和問題の解決に寄与することを目的 

同和問題の解

決 

123. 

各部運営学級育

成補助金（各種学

級） 

◇活動内容 

実態的差別の克服をめざして、地域の教育力を高める活動を実践した 

各種学級生            ２２７人 

①英会話教室         ６１人 

②音楽教室        ７９０人 

③健康料理教室      １,３５２人 

④民舞教室         ２５６人 

⑤健康体操教室        ５６５人 

⑥カラオケ教室       ２７８人 

⑦アートフラワー      １３５人 

⑧手芸教室          ２６３人 

⑨生け花教室           ５２人 

⑩盆栽教室           １５５人 

 合  計           ３,９０７人 

 

 

Ａ 

 


